
「民間と市場の力を活かした防災力向上に関する専門調査会｣ 

市場・防災社会システム分科会（第二回） 

 

議 事 次 第 
 

 
日 時：平成１６年１月３０日（金） 

１５：００～１７：００  

場 所：明治記念館２階「孔雀の間」 

 
 

１． 開 会 
 

２． 議 事 
（１）委員提言：流通小売業における震災対応と課題 

    （セブンイレブンジャパン） 

（２）事例紹介：災害時業務復旧支援サービス 
    （BELFOR International） 
（３）事務局：分科会検討作業における概念の整理 

 
３． 質疑応答・意見交換 

 
４． その他 

 

（配布資料） 

資料１：流通小売業の震災対応への考え方と政府への要望につ
いて 

資料２：Saving the day, Saving your Business 災害からの
早期修復 

資料３：市場・防災社会システム構造イメージ 

  参 考 資 料 
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市場・防災社会システム分科会（第二回）

平成１６年１月３０日（金）１５：００～１７：００

出 席 者 名 簿

分科会区分

座長 樋口 公啓 日本経済団体連合会 副会長 市場・防災社会ｼｽﾃﾑ

（東京海上火災保険株式会社 相談役）

大林 厚臣 慶應義塾大学助教授 市場・防災社会ｼｽﾃﾑ

齋藤 忠衛 セブンイレブンジャパン総括マネジャー 市場・防災社会ｼｽﾃﾑ

田畑 日出男 東京商工会議所まちづくり委員長 市場・防災社会ｼｽﾃﾑ

（国土環境株式会社 代表取締役会長）

中谷 幸俊 アクセンチュア株式会社 ディレクター 市場・防災社会ｼｽﾃﾑ

西浦 英次 日本損害保険協会 専務理事 市場・防災社会ｼｽﾃﾑ

前田 正尚 日本政策投資銀行 政策企画部長 市場・防災社会ｼｽﾃﾑ

松岡 和良 中部経済連合会常務理事 防災まちづくり

松岡 勝博 那須大学 教授 防災まちづくり

目加田 説子 独立行政法人経済産業研究所 研究員 市場・防災社会ｼｽﾃﾑ

山口ひろこ イゴス環境・色彩研究所 所長 防災まちづくり



○ ○

○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○ ○ ○

○ 　 ○

○ ○

○ 　 　 ○

　   

○ ○ ○ ○

○ 　 　 ○

○ ○

○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

田
畑
委
員

斎
藤
委
員

大
林
委
員

　

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　 　

入
　
　
口

傍聴席

傍聴席

原田大臣官房審議官

１５席

計２０席

尾見政策統括官

山口委員

松岡勝博委員

樋口座長

各
省
庁

松岡和良委員

目加田委員

プレゼンター用

澁谷企画官

スクリーン

プロジェクター

西浦委員

中谷委員

前田委員

田中参事官

坂内閣府審議官

１５席

原　参事官

消防庁重徳災害対策官

計３０席

事
務
局

日時　：　平成１６年　１月３０日（金）15:00～17:00

場所　：　明治記念館　　　東館２階　　　孔雀の間

民間と市場の力を活かした防災力向上に関する専門調査会

市場・防災社会システム分科会（第２回）配席表



1 

 
 

 

 
 

１．㈱セブン‐イレブン・ジャパンの概要 
 

●創業の理念 ： 既存中小小売店の近代化と活性化及び、共存共栄 

 

 

 

 

●当社は加盟店とフランチャイズチェーン契約を締結し、継続的営業支援を実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（1）セブン‐イレブンの災害に対する考え方 
 

 ●社員・加盟店が各々、自助・共助・公助に奉仕の精神を持って対応する。 

 

 ●店舗の営業を可能な限り継続・再開する。 

 

 ●店は、地域住民への商品提供の場所と同時に、可能な限り地域の情報センター的 

機能に貢献したい。 

 

 ●自治体と災害救援協定を締結する用意はある。 

 

 

 

 

 

設立／昭和 48 年 11 月 20 日、 資本金／172 億円 

東京証券取引所 第１部上場 
 

 【平成 15 年 2 月期実績】 

チェーン全店売上高／2 兆 2132 億 9800 万円 

経常利益／1596 億 3900 万円 

当期利益／865 億 4700 万円 

従業員数／4366 名 

国内店舗数／9,793 店 （平成 15 年 12 月末現在 10,080 店） 

 

協定締結済は、現在 2 県 5 市 8 町広域行政組合を含む。 

H14 年以降は県単位に限定。 

時代背景 ・・・ 売り手市場から買い手市場へ移行。 

中小小売店の深刻な経営不振 

流通小売業（ｺﾝﾋﾞﾆｴﾝｽ・ｽﾄｱ）の 

震災対応への考えと政府への要望について 

資料１ 
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（2）店舗営業及び、自治体への災害救援に対する考え方 
 

 ①店舗の営業継続には、商品の継続的供給を必要とする。 

 

 ②自治体への災害救援は、セブン‐イレブン店舗から提供するものではなく、商品共配 

センターから提供される。 

 

 ③上記①、②の対応の為、配送車の通行が確保されることを必要とします。 

 

④協定締結地域外の被災地に対しても、同様である。 

 

 

 

 

 

 

 

（3）過去の対応例 
 

 ①各地での地震・台風・水害等の災害において、加盟店の営業継続及び、被災民への 

食料（米飯・即席麺・飲料水等）無償提供等を、随時行ってきた。 

 

 

②95 年 1 月 阪神淡路大震災 
 

被災地域である兵庫県に営業店舗を出店していなかったが、大阪・京都・滋賀などの 

工場・センターから被災地の避難所等へ、救援物資を無償配布。 

 

 

 

 

 

 ③その他 00 年 4 月 有珠山噴火、03 年 5 月 岩手県沖地震等でも、救援センター等 

への物資供給対応（有償）を実施。 

 

 

 

 

東京からヘリ 7 台、バイク 150 台を緊急手配し、おにぎりを 4 日間で計 64,000 個 

飲料水等 28,000 本をお届けした。 

静岡県： セブン‐イレブン店舗数 385 店 

配送センター6 ヶ所（04 年 1 月現在）、地区事務所１、分室１ 

ＦＣ車 124 台、配送車 921 台（内、県外からの流入車 676 台） 
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２．社団法人 日本フランチャイズチェーン協会 コンビニエンス部会 
  
 （社）日本フランチャイズチェーン協会は、創立 31 年目、コンビニエンスストアチェーン 

外食チェーン及び、サービスチェーン等、フランチャイズ事業会社 130 社が加盟。 

コンビニエンスストア部会（15 社）の安全対策委員会で、防犯・防災問題を協議して 

いる。 

 

 【業界としての課題と要望】 
 

①警戒宣言以降も店舗の営業継続のため、店舗への商品供給・配送車及び、店舗 

経営相談員が使用している車の緊急通行を認めていただきたい。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

②上記に関して、緊急通行車輌の通行手続が複雑で２段階の届出が必要なため、 

簡素化していただきたい。 

又、県外からの物資搬入車についても、一元的に受付けていただきたい。 
 

 

 

 

 

 

 

 

③各社への協定締結申し入れは、市区町村別単位が多い為、県が主導して、県単位 

との協議としていただきたい。 

 

 ④政府がリーダーシップをもって、コンビニエンスストアの物流センターを統合し、配送 

が円滑に機能する様、要望します。 

 

  
現状、緊急通行車輌は、 

（1）道交法 39 条第 1 項の緊急自動車（パトカー、消防車、救急車他、道路・通信 

復旧車等） 

（2）災害応急対策に従事する者又は、必要な物資の緊急輸送等、対策実施の 

ための運転中の車輌 
 
 に限定されており、災害協定に基づく救援物資搬送以外の店舗の営業継続の為 

 の支援車輌は、緊急車輌に含まれていない。 
 
（関連法令：災害対策基本法施行令第 32 条、第 33 条、道路交通法第 39 条第 1 項）

 
現状は、 

（1）車輌の所属するセンターの地域内所轄署への申請で、事前届出済証の 

交付を受ける。 

（2）警戒宣言発令又は発災の際に、再度最寄り警察署へ届出済証を携帯し 

確認証明書・標章交付を受けてからの通行となる。 



セブン－イレブンの展開

● フランチャイズ方式によるコンビニエンスストア事業の展開

加盟店と本部の信頼関係の基盤

●荒利分配方式              ●オープンアカウントシステム            ●最低保証制度

役割分担

共同事業

加盟店 本   部

加盟店経営のバックアップ

●経営相談サービス
●商品開発 ・ 商品情報サービス
●情報システムサービス
●物流システムサービス
●販売設備の貸与
●広告宣伝活動
●会計簿記サービス          など

店舗経営 ・ 販売に専念

●人のマネジメント
  （採用 ・教育 ・ 人事管理など）
●商品のマネジメント
  （発注 ・ 販売促進など）
●経営数値のマネジメント
  （売上げ、経営管理など）

■加盟店をバックアップするサービス ・ 制度

経営相談サービス

●オペレーション・フィールド・カウンセラー（OFC）による経営アドバイス

●販売促進のための広告宣伝費（年間約１９０億円）の本部負担

情報システムサービス

●お客様のニーズに応える価値ある商品の開発
●販売動向、陳列提案など、さまざまな商品情報の提供

商品開発 ・ 商品情報サービス

●精度の高い発注ができるコンピュータシステムの提供

物流システムサービス

●タイムリーに商品が届くための物流システムの提供

販売設備の貸与

●セールスカウンター、ゴンドラ、オープンケースなど
    販売設備、およびコンピュータ機器などの貸与

広告宣伝活動

最低保証制度

●Aタイプ契約の場合は年間荒利総額の１，９００万円、Cタイプ契約の
   場合は１，７００万円を保証する最低保証制度

働く人のための制度

●オーナーさまや奥さまの死亡 ・ 傷病 ・ 老後の備えと、正社員の福
   利厚生のためのオーナー共済制度
●従業員の仕事中や通勤途中のけがに備えた従業員共済制度
●冠婚葬祭や旅行、病気などでオーナーさまが不在の場合に営業を
   代行するオーナーヘルプ制度

その他

●店舗経営における会計簿記代行サービス
●適切な在庫管理のための四半期ごとの実地棚卸しの実施
●水道光熱費の８０％の本部負担
   （年間平均約３１５万円×８０％＝２５２万円）
●各種損害保険料の本部負担
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セブン－イレ

セブン－イレブン

セブン-イレブン店舗

セブン-イレブン
地区事務所

メーカー／取引先

共同配送センター セブン-イレブン本部

物流

情報の流れ

セブン-イレブン
-20℃管理

20℃管理 ５℃管理

常  温

チルド共同配送センター（1日3回）米飯共同配送センター（1日3回）

フローズン共同配送センター（週3～7回）
加 工 食 品 共 同 配 送 セ ン タ ー
雑 貨 共 同 配 送 セ ン タ ー

（週3回）

●調理パン
●サラダ、惣菜、麺類
●牛乳、乳飲料
                      など

●弁当
●おにぎり
●焼きたてパン
                 など

●アイスクリーム
●冷凍食品
●ロックアイス
                など

●ソフトドリンク、
  加工食品
●インスタントラーメン
●雑貨類
                     など
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（３） 防災機能が高いビル 
 
   震災でも消えぬ電機 －変貌東京 六本木ヒルズ 下 
     
     出典 朝日新聞（2003 年５月 10 日 朝刊） 
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迫る巨大地震 － 第１部 危険列島 下 

     
首都の備え 

      企業の対応に温度差 
 
     出典 朝日新聞（2004 年１月 15 日 朝刊） 
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（６）防災知識  
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